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今年 度 、 お 二 人 の教授 が定 年 で経 営 学部 を去 られ る こ とに な った。 齋藤 誠 毅 教授 、

田端 光永教授 の先生方 で あ る。

齋藤先 生 は平成 元年(1989年)4Aに 本学 に英 語 の専任 教員 として就任 された。 最終

講義 で 自 らの英 語教 員 と して歩 んだ道程 をお話 しにな ったが、 終始 一貫 、厳 しい 中 に も

暖 かみ と思いや りに満 ちた講 義 を重ね て きた こ とはっ とに知 られ て い る。 学 生 には心 の

こ もった言 葉 をか け、叱咤 激励 し、 ある とき は諌 める とい うよ うに、彼 ら彼 女 らとの意

思疎 通 を 日々 の教育 の現場 で実践 して きた こ とは、私 た ち、後 に続 くもの に与 える とこ

ろ大 きな ものが ある。 全学 的に も国際交流セ ンター所 長 と して役職(1997.9～1999.3)

をっ とめ られ 、大 学 に多大 な寄与 を果 た され てい る。

田畑先生 は平成8年(1996年)4月 に本学 国際経営学 部国際 コ ミュニケー シ ョン ・コー

ス を支 えるべ く赴 任 され た。 先 生 に は(株)東 京 放送 にお いて長 い間 にわ た って活躍 を さ

れ要職 を重 ね られた 蓄積 を、 広 く平塚 キャ ンパ ス の学 生 に ご披露 い ただ いた。 異文化 を

語 ってい ただ くこ とで国 際人 をめ ざす若者 に強い刺 激 を与 え続 けた こ とは想 像 に難 くな

い。 特 に、世界 の進 路 に今 日大 きな影響 を及 ぼす と ころ とな ってい る中国 につ い ての豊

富 な専 門知識 、経験 に裏 打 ち され た潤沢 な話題 を学生 に対 して講 義 していた だい た こ と

は価値 ある ところであ る。 また、 学 内におい て は評 議 員(2003～2005)を っ とめ られ て

学務 的 にも寄与 されて い る。

先生方はこの春をもって当学部の専任教授 を終 えられるが、齋藤誠毅先生は学外 にお

いて(財)語 学教育研究所所長 を続 けられ、社会に資す る活動を重ね られていく。 田畑先

生 も同じく学外 において専門誌(「 軍縮問題資料」)の 編集主幹 として精力 的な活動 を続

け、報道界での貢献を一層大 きなもの としていくのである。

お二人の先生 とも教育者、研究者 としての学生への影響 は実に大きなものがあったが、

私たち教員 にも公私 にわた るおつ きあいの中で 日h有 益な示唆 を賜 るとともに、強い影

響を与えるところが大きい存在であった。 ここにお二人の人物 としての大き さを心をこ

めてお伝えす るとともに、経営学部 を代表 して感謝の言葉 を申し述べたい。

齋藤誠毅先生、 田畑光永先生、神奈川大学経営学部のために長い間にわた り御尽力 を

賜 り本当に有難 うございま した。先生方の益 々の御活躍 と御発展 を衷心よ りお祈 り申し

上げます。
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